
PROGRAMMER'S LIFE DESIGN — FREE RESOURCE

技術選択マップ

— 技術の寿命 × ポジション設計 —

言語を選ぶ前に、あなたの「立ち位置」を決める。

このマップは、技術選択で迷い続ける技術者のための

判断フレームワークです。

技術の寿命 →

ポジションの自由度 →

流行型 × 実行者

短期で稼げるが

常に次を追い続ける

資産型 × 設計者

長期的な価値を生む

← この講座が目指す場所

流行型 × 受動的

学習コストだけが積み上がる

多くの初学者がここにいる

資産型 × 受動的

良い技術を持っているのに

誰にも届いていない
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PROBLEM

なぜ、技術を学んでも

迷い続けるのか。

多くの技術者が同じパターンにはまっている。

Pythonがいいと聞いて学ぶ。次はTypeScriptだと言われる。

AWSの資格を取る。でも何を構築するかは決めていない。

技術書を読み続ける。でも方向性は見えない。

これは「技術力」の問題ではない。

「設計図」の問題だ。

技術をどこに向けるか。誰に届けるか。

その判断基準を持たないまま学び続けるから、

いつまでも「次の技術」を追いかけ続ける。

技術選択で迷うのは、技術力の問題ではない。

「自分がどのポジションにいるか」を

把握していないからだ。

では、どうすればいいのか？ →

次のページで、技術選択の判断基準となるフレームワークを紹介する。
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FRAMEWORK 01

技術の寿命を理解する

すべての技術には寿命がある。その寿命の「型」を知ることが、選択の第一歩。

TYPE 01

流行型 寿命: 1〜3年

短期間で注目を集めるが、次の波が来ると陳腐化する。学習コストに対して回収期間が短い。

例: 特定フレームワーク、トレンド言語、バズワード技術

陳腐化リスク: 高

TYPE 02

収益型 寿命: 3〜10年

市場に定着し、実務で安定的に使われる。スキルの投資効率が高く、転職にも有利。

例: AWS、React、Python（データ分析）、API統合

陳腐化リスク: 中

TYPE 03

資産型 寿命: 10年以上

技術のトレンドが変わっても価値が残る。一度身につければ、あらゆる領域で応用できる。

例: 設計思考、アーキテクチャ設計、DB設計、セキュリティ原則

陳腐化リスク: 低

ポイント： 流行型だけを追い続ける人が最も疲弊する。

資産型をベースに、収益型で実務を回す。これが最も効率的な技術投資戦略。
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FRAMEWORK 02

4つのポジション設計

技術者の立ち位置は4つに分類できる。あなたは今どこにいて、どこへ向かうのか。

01

会社員型
安定×専門深化

組織の中で専門性を高める。チーム開発、大規模システムの経

験が積める。

向いている人: 安定したキャリアパスを求める人

技術戦略: 企業で採用率の高い技術に集中
→ テックリード、アーキテクト 02

フリーランス型
自由×即戦力

案件ベースで自由に動く。高い単価と引き換えに、営業力と自

己管理が必要。

向いている人: 自分の時間と場所をコントロールしたい人

技術戦略: 市場ニーズの高い技術を選択
→ 高単価専門家、技術顧問

03

設計者型
俯瞰×統合力

自分で全部書かない。AIや他の技術者を組み合わせて全体を

オーケストレーションする。

向いている人: 技術を「使いこなす」側に立ちたい人

技術戦略: 個別技術よりアーキテクチャ設計を重視
→ CTO、プロダクトマネージャー 04

起業型
創造×ビジネス

自分のプロダクトを作り、自分で届ける。技術力とビジネス感覚

の両方が必要。

向いている人: 自分のプロダクトで世界を変えたい人

技術戦略: MVP構築に最適な技術を選択
→ 創業者、プロダクトオーナー

重要： どのポジションが「正解」かではない。

あなたが「どこに立ちたいか」を自覚し、そこから逆算して技術を選ぶことが重要。
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TECHNOLOGY SELECTION MAP

技術選択マップ

横軸：技術の寿命（流行型→資産型）  縦軸：ポジションの自由度（受動的→設計者）

流行型 資産型

受
動
的

設
計
者

なんとなく
Pythonを学習中

流行の
フレームワークを追う

AWS資格取得
（使い道未定）

フリーランス
（案件依存）

会社員として
安定運用

設計者として
技術を統合

自分の
プロダクトを構築

この講座の設計方向 →

GOAL ZONE

このマップ上で、あなたは今どこにいますか？  そして、どこへ向かいたいですか？

右上（GOAL ZONE）に向かうために必要なのは、もっと技術を学ぶことではない。

「自分の立ち位置」を決め、「技術の届け先」を設計することだ。
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SELF-CHECK

あなたの現在地を確認する

以下の質問に答えてみてください。3つ以上「はい」なら、設計が必要なサインです。

なんとなく技術を学んでいるが、何に使うか決めていない

Webアプリやサービスを作れるが、ユーザーがいない

転職を考えているが、次の会社でも同じ悩みが来そう

技術書やUdemyを消費し続けている

フリーランスになりたいが、何で独立するか定まらない

「このままでいいのか」という問いが定期的に浮かぶ

自分の技術の「届け先」を言語化できない

3つ以上当てはまるなら——

それは技術力の問題ではなく、「設計図」の問題です。

迷っている時間を、
設計する時間に変えませんか。

「技術者のための人生設計講座」では、3ヶ月の個別面談を通じて、

あなた専用の技術選択マップを一緒に作り上げます。

まずは30分の無料相談で、あなたの現在地を確認してみませんか。

方向性が見えるだけでも、価値のある30分にします。

30分の無料相談を予約する →

https://2026-02-11.office-porco.co.jp/

月3名限定  |  無理な勧誘はしません  |  オンライン面談（Google Meet）
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